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地
域
消
滅
へ
の
危
機
感

　

安
来
の
最
南
端
に
位
置
す
る
山
あ

い
の
町
・
比
田
地
区
は
、
標
高
３
０

０
メ
ー
ト
ル
の
盆
地
に
１
０
８
４
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
市
内
最
高
峰

の
猿
隠
山
の
麓
で
は
棚
田
が
美
し
く

並
び
、
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
金
屋
子
神
社
や

そ
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
た
西
比
田

の
町
は
日
本
遺
産
群
に
認
定
さ
れ
る

な
ど
歴
史
と
自
然
を
有
す
る
地
区
で

す
。

　

比
田
地
区
で
も
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
９
月
30

日
現
在
の
高
齢
化
率
（
人
口
に
対
す
る

65
歳
以
上
の
人
の
割
合
）
は
48
・
７

％
と
市
内
一
高
く
、
１
９
７
５
年
に

２
千
人
近
く
い
た
人
口
は
半
減
し
、

人
口
予
測
サ
イ
ト
で
は
25
年
後
に
５

０
０
人
を
割
り
込
む
と
の
試
算
が
出

て
い
ま
す
。

　

「
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
。
地
域
で
は
危
機

感
が
募
り
、
平
成
27
年
６
月
に
住
民

で
「
い
き
い
き
比
田
の
里
の
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ

　

比
田
地
区
（
比
田
・
東
比
田
・
梶
福
留
）

で
今
年
３
月
に
住
民
有
志
が
地
域
運
営
組
織

「
え
ー
ひ
だ
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
住
民
ら
で
策
定
し
た
将
来
の
設

計
図
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
実
現
に
向
け
、
生
活
、

福
祉
、
観
光
、
産
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

で
組
織
的
に
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　　えーひだカンパニーの挑戦

特集ここで生きる

えーひだカンパニー株式会社

・設立　2017 年 3 月 1 日

・代表取締役　川上義則  氏

・構成員　74 名（設立時）

・経営理念

　自治機能と生産機能の発揮に

　よる地域ビジョンの実現と

　「えーひだ」の創造

地
域
の
未
来
の
た
め

住
民
が
株
式
会
社
を
設
立

　　　
　　明日も１０年後も「えーひだ」

設立総会の様子
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田
住
民
の
幸
せ
追
求
の
た
め
に
事
業

を
実
施
し
ま
す｣

と
力
を
込
め
ま
す
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
２
つ
の
特
徴
的

な
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
一

つ
目
は
行
政
だ
け
に
地
域
づ
く
り
を

任
せ
ず
、
自
ら
地
域
づ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
（
自
治
機
能
）
、
二
つ
目

は
自
治
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
必

要
な
財
源
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

（
生
産
機
能
）
で
す
。
二
つ
の
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
選
択

し
た
の
が
株
式
会
社
だ
と
小
田
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

えーひだカンパニー株式会社

小田ちさとさん

（地域おこし協力隊）

　

「
社
会
的
信
用
の
向
上
、
地
域
の

雇
用
の
安
定
の
た
め
、
法
人
化
を
目

指
し
、
多
岐
に
渡
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

が
制
限
な
く
実
施
で
き
る
株
式
会
社

の
形
態
を
選
択
し
ま
し
た
。
株
を
発

行
す
る
こ
と
で
資
金
調
達
が
可
能
と

な
り
投
資
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
カ

ン
パ
ニ
ー
の
活
動
へ
参
画
で
き
な
い

人
も
株
式
の
取
得
で
支
援
・
参
画
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
は

社
員
の
奉
仕
精
神
に
頼
ら
ず
に
利
益

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
将
来
に
渡
り

持
続
可
能
な
組
織
に
し
た
い
」
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
事
務
局
に
勤
務
す
る
の
が
取
締
役
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
小
田
ち
さ
と
さ
ん
で
す
。
京
都
府
出
身

の
小
田
さ
ん
が
比
田
に
来
た
の
は
平
成
27
年
３
月
。
「
初

め
て
来
た
の
に
な
つ
か
し
く
感
じ
た
」
と
比
田
を
気
に
入

り
、
２
カ
月
後
に
は
移
住
し
て
い
ま
し
た
。
カ
ン
パ
ニ
ー

の
各
事
業
の
推
進
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
、

比
田
の
地
域
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
顔
を
出
し
ま
す
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
の
川
上
義
則
社
長
に
「
彼
女
の
が
ん
ば
り

が
カ
ン
パ
ニ
ー
創
設
に
つ
な

が
っ
た
」
と
言
わ
せ
る
ほ
ど
信

頼
も
厚
い
。
「
比
田
は
支
え
合

い
・
思
い
合
い
の
心
が
根
付
い

て
い
る
魅
力
的
な
地
域
。
比
田

を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
」
と
地

区
と
カ
ン
パ
ニ
ー
を
支
え
て
い

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
カ
ン
パ
ニ
ー
創
設
の
原
動
力
に

は
、
10
年
後
も
「
え
ー
ひ
だ
（
日

だ
）
」
と
話
せ
る
地
域
体
制
の
構
築
。

世
代
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
１
４
６
９
個
の

地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
88
個
へ
磨
き
上

げ
、
将
来
の
設
計
図
と
な
る
比
田
の

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

自
立
し
た
地
域
づ
く
り

　

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
は
策
定
す
る
だ
け

で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
的
に
実
現
す
る

た
め
今
年
３
月
に
組
織
さ
れ
た
の

が
「
え
ー
ひ
だ
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会

社
」
（
以
下
カ
ン
パ
ニ
ー
）
で
す
。

　

社
員
は
地
区
に
住
む
74
人
。
平
均

年
齢
は
46
・
２
歳
（
設
立
時
）
と
若

い
人
が
中
心
で
、
ほ
と
ん
ど
が
本
業

を
持
ち
な
が
ら
仕
事
後
や
休
日
な
ど

空
い
た
時
間
に
カ
ン
パ
ニ
ー
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

取
締
役
の
小
田
ち
さ
と
さ
ん
は
、

｢

一
般
的
な
株
式
会
社
は
株
主
利
益

を
最
優
先
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は
比

特集

　ここで生きる
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　比田地区の人口シミュレーション

～　比田地区　～

　　人口　 １０８４人

　　　　　　　（内 ６５歳以上・・・５２８人）

　高齢化率　４８．７％

　　　　　　                   ※ 平成 29 年９月 30 日現在

出典：しまねの里づくり応援サイト

▶比田地区の皆さん。
地区の運動会で撮影。



2017 月号11 6

　

カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
、
産
業
振
興
・
生
活
環
境
・
地
域
魅
力
・
定
住

推
進
の
４
つ
事
業
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
７
つ
の
部
に
部
長
、
事
業

毎
に
課
長
・
課
員
を
配
置
。
ま
た
、
最
高
決
定
機
関
と
し
て
株
主
総

会
を
年
１
回
開
催
し
、
地
区
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
ま
す
。

稼
ぐ
！
産
業
振
興

（
比
田
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
、
ひ
だ
ガ
ー

デ
ン
部
、
ひ
だ
キ
ッ
チ
ン
部
）

　

カ
ン
パ
ニ
ー
の
収
益
を
支
え
る
の

が
産
業
振
興
部
門
で
す
。
比
田
は
農

業
が
基
幹
産
業
で
す
。
猿
隠
山
の
麓

で
は
傾
斜
を
利
用
し
た
広
大
な
棚
田

　比田米のブランド化をけん引す

るのが柴田俊夫さんです。米・食

味鑑定士協会が毎年行っている

米・食味分析鑑定コンクール国際

大会で、約７千人中から１００人

ほどしか選ばれないベストファー

マーに認定されています。ベスト

ファーマーに選ばれるには、味を

表す指標、食味度・味度ともに 85

点以上が条件で、さらに炊飯し審

査員の味覚による投票を経て選ば

れます。

　柴田さんは、味だけでなく農薬

や化学肥料を極力使わない独自の

栽培方法で安心安全な米の栽培に

特色ある米作りで「比田米」をブランド化

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
飯
梨
川

の
源
流
か
ら
流
れ
る
清
ら
か
な
水
と

昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ
っ
て
お
い
し
い

米
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
自
慢
の
米
を
一
般
の
買

取
価
格
よ
り
高
値
で
買
い
取
り
、
等

級
を
つ
け
て
ブ
ラ
ン
ド
「
比
田
米
」

と
し
て
販
売
し
ま
す
。

　

事
業
は
米
の
生
産
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
の
委
託
を
受
け
た
育

苗
事
業
や
田
植
え
・
代
か
き
・
稲
刈

り
の
各
種
農
作
業
受
託
、
小
型
無
人

飛
行
機
“
ド
ロ
ー
ン
”
を
使
っ
た
病

害
虫
防
除
作
業
、
種
取
り
大
根
栽
培

な
ど
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
収
益
を
確
保

し
ま
す
。
ま
た
、
小
麦
、
そ
ば
の
二

毛
作
に
挑
戦
し
、
比
田
産
小
麦
で
つ

く
っ
た
パ
ン
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

の
加
工
品
の
開
発
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　

比
田
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
次
長
・

柴
田
俊
夫
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
各
農

家
が
地
区
外
に
委
託
し
て
い
た
仕
事

を
カ
ン
パ
ニ
ー
が
請
け
負
い
地
域
へ

カ
ン
パ
ニ
ー
の
取
り
組
み

比
田
米

も 取 り 組 ん で い ま

す。カンパニーでは

この米を比田米ブラ

ンドの最上級クラス「比田米プレ

ミアム」として販売しています。

　現在、柴田さんの指導を受け、

地区内農家４人が同じ方法で米作

りを始めています。柴田さんは「米

の消費は落ちていますが、手間ひ

まをかけて特色のあるおいしいお

米をつくれば売れます。比田で全

国各地に負けないブランドをつく

りたい」と抱負を語ります。
比田米プロジェクト部

次長　柴田俊夫さん
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安
心
！
生
活
環
境

　

カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
身
近
な
生
活
に

直
結
す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
地
域
交
通
。
東
比
田
地

区
で
は
全
域
に
家
屋
が
広
が
り
ま
す

が
、
東
比
田
交
流
セ
ン
タ
ー
よ
り
東

は
道
が
狭
く
、
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

困
難
で
公
共
交
通
の
空
白
地
帯
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
解
消
を
目
指
し
、
来

年
３
月
か
ら
市
の
デ
マ
ン
ド
交
通
社

会
実
験
を
カ
ン
パ
ニ
ー
で
行
う
予
定

で
す
。
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
事
前

の
予
約
を
受
け
て
自
宅
～
地
区
内
の

バ
ス
停
（
比
田
で
は
い
き
い
き
交
流

館
お
よ
び
東
比
田
交
流
セ
ン
タ
ー
）

の
間
を
輸
送
す
る
仕
組
み
で
す
。
推

進
す
る
カ
ン
パ
ニ
ー
生
活
環
境
部
次

長
・
川
井
光
昭
さ
ん
は
導
入
の
意
義

を
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　

「
現
在
は
多
く
の
人
が
車
を
自
分

で
運
転
し
た
り
、
家
族
の
車
に
同
乗

し
た
り
し
て
表
だ
っ
た
弊
害
は
で
て

い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
５
年
後
、
10
年

後
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
免

許
更
新
も
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
住

民
の
交
通
確
保
が
困
難
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
で
デ

マ
ン
ド
交
通
を
請
け
負
う
こ
と
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
重
責
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
デ
マ
ン

ド
交
通
の
社
会
実
験
を
選
択
し
た
の

は
、
将
来
を
見
据
え
て
の
こ
と
で

す
。
車
が
な
く
て
も
安
心
し
て
暮
ら

提
供
し
ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
が
事
業

を
行
う
こ
と
で
、
農
家
に
と
っ
て
作

業
・
コ
ス
ト
削
減
、
収
益
増
加
に
な

る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
農
家
の
お

米
を
評
価
し
、
付
加
価
値
を
付
け
る

こ
と
で
生
産
意
欲
が
沸
い
て
き
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
各
自
治
会
の
集

落
営
農
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
過

疎
化
に
よ
る
遊
休
農
地
を
請
け
負

い
、
農
家
の
支
援
、
地
区
内
農
地
の

維
持
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

せ
る
地
域
に
し
て
い
く
た
め
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
地

域
運
行
車
両
が
使
用
で
き
る
こ
と
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
上
手
く
活

用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
た

い
」
。

　

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
比
田
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
。

行
政
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
積
雪
や
過
去
の
災
害
、

夜
間
避
難
時
の
危
険
な
ど
地
域
か
ら

の
情
報
を
加
え
た
も
の
を
製
作
。
災

害
時
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
塾
の
な
い
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
向
け
て
寺
子
屋
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー

で
は
生
活
の
不
備
を
補
っ
て
い
く
取

り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
は
な
ん
と
か
地
域
が
ま

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
誰
も
地
域

の
将
来
へ
不
安
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
若
い
人
た
ち
が
私
た

ち
が
考
え
つ
か
な
い
よ
う
な
新

し
い
取
り
組
み
で
地
域
に
光
り

を
当
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

を
担
う
若
い
世
代
が
自
ら
動
き

出
し
た
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。

微
力
で
す
が
私
も
カ
ン
パ
ニ
ー

の
活
動
を
応
援
し
た
い
。

カンパニ
ー

　　応援
します

カンパニ
ー

　　応援
します

　

比
田
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
し
の

の
め
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
比

田
は
祖
母
の
家
が
あ
り
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
地

域
で
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
の
応
援

と
し
て
出
産
祝
い
品
の
提
供
や

株
の
購
入
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
強
い
比
田
の
特
性
を
生
か

し
た
、
住
民
主
体
の
取
り
組
み

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

特集

　ここで生きる

田邊亮さん

（松江市在住）

田邊順通さん

（東比田地区）

▲東比田で行われたデマンド交通の説明会。

株主総会

取締役会

代表取締役社長

運営委員会

総
務
部

生
活
環
境
部

比
田
米

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

ひ
だ
ガ
ー
デ
ン
部

ひ
だ
キ
ッ
チ
ン
部

地
域
魅
力
部

定
住
推
進
部

監査役

相談役会

●組織図
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磨
く
！
地
域
魅
力
ア
ッ
プ

　

地
域
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
企

画
や
、
伝
統
行
事
の
継
承
な
ど
も
事

業
と
し
て
掲
げ
ま
す
。

　

今
年
は
地
区
の
農
園
が
栽
培
し
た

夏
イ
チ
ゴ
の
初
収
穫
を
祝
い
、
夏
イ

チ
ゴ
ま
つ
り
を
カ
ン
パ
ニ
ー
で
企

画
。
地
区
内
の
住
民
が
集
ま
り
出
店

や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
花
火
な
ど

が
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
比
田
の
フ
ァ
ン
を

増
や
そ
う
と
９
月
２
・
３
日
は
地
域

の
魅
力
発
見
イ
ベ
ン
ト
“
え
ー
ひ
だ

見
つ
け
隊
”
を
開
催
。
市
外
か
ら
８

人
が
一
泊
二
日
で
稲
刈
り
や
温
泉
、

交
流
会
を
通
し
て
、
比
田
の
魅
力
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

地
域
魅
力
部
部
長
・
渡
邊
志
朗
さ

ん
は
「
比
田
に
住
む
自
分
た
ち
が
、

地
域
を
好
き
じ
ゃ
な
い
と
地
域
活
動

は
難
し
い
。
逆
に
地
域
を
好
き
な
人

が
多
け
れ
ば
、
活
動
の
効
果
は
何
倍

に
も
広
が
る
。
比
田
が
魅
力
的
で
あ

る
こ
と
を
地
区
内
外
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

呼
び
込
む
！
定
住
推
進

　

定
住
に
も
独
自
で
力
を
入
れ
ま

す
。
現
在
、
比
田
版
定
住
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
中
。
「
待
っ
て
い
る

だ
け
で
は
人
は
来
な
い
」
と
地
域
で

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
や
地

域
内
・
近
隣
の
職
業
提
供
、
空
家
の

情
報
提
供
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
地
区
内
の
独
身
男
性
を
対

象
に
し
た
男
磨
き
の
場
・
男
塾
を
10

月
22
日
に
予
定
。
縁
結
び
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
内
女

性
で
組
織
す
る
女
子
会
も
発
足
。
料

理
教
室
や
さ
さ
巻
き
作
り
な
ど
で
定

期
的
に
集
い
、
つ
な
が
り
を
深
め
、

女
性
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

　

子
ど
も
が
誕
生
し
た
家
庭
へ
、

出
産
の
祝
い
品
を
地
域
か
ら
渡
し

て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝

で
す
。
地
域
も
誕
生
を
喜
ん
で
い

る
こ
と
を
伝
え
た
い
。
品
物
は
賛

同
い
た
だ
い
た
企
業
な
ど
が
協
力

し
、
地
域
内
商
品
券
や
子
ど
も
用

品
、
比
田
米
な
ど
を
渡
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
を
大
事
に
す
る
地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
」
と
定
住

推
進
部
部
長
・
田
邊
裕
子
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

を
地
域
内
で
解
決
す
る
こ
と
で
仕
事

が
生
ま
れ
、
地
域
間
の
交
流
も
生
ま

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
の
住
民
が
得
意
な

こ
と
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
体
制
を
組
み
、
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
人
が
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
し
た
り
お
店
を
手
伝
っ
た
り

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持
つ
こ
と

で
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
、
地
域
へ
の
想
い
が
育
ま
れ
て
い

き
ま
す
。

地
域
の
こ
と
は地

域
で
解
決

　

カ
ン
パ
ニ
ー
の
事
業
は
、
で
き
る

だ
け
地
域
の
こ
と
は
地
域
内
で
完
結

し
よ
う
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

比
田
を
一
つ
の
国
と
し
て
考
え
、
比

田
地
域
で
“
で
き
る
”
ま
た
は
“
で

き
そ
う
な
こ
と
”
を
カ
ン
パ
ニ
ー
が

事
業
化
し
て
住
民
の
生
活
を
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
す
。
地
域
の
課
題

特集

　ここで生きる

◀えーひだ女子

会の様子。幅広

い世代で集まり

交流します。

▼子どもの誕生

を喜び、地域イ

ベントで祝いの

品を渡します。

▲えーひだみつけ隊で夏イチゴ体験。
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カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
自
治
機
能
を

経
営
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
に
住
民
が
関
わ

る
こ
と
で
よ
り
よ
い
地
域
に
な
る

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

住
民
と
は
互
い
に
利
益
が
あ
る

存
在
に
し
た
い
で
す
。
例
え
ば
、

カ
ン
パ
ニ
ー
で
比
田
の
お
米
を
買

い
取
り
直
接
販
売
し
た
り
、
見
か

け
の
悪
い
野
菜
を
加
工
食
品
と
し

て
売
り
出
し
た
り
す
れ
ば
、
地
域

に
活
力
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
所
得

も
増
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
手
助

け
を
し
て
、
地
域
の
可
能
性
を
追

求
す
る
と
こ
ろ
が
カ
ン
パ
ニ
ー
で

す
。
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
住
民

に
提
供
し
大
い
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
の
で
す
。
利
益
は
地
域
貢

献
事
業
や
株
主
の
皆
さ
ま
へ
還
元

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

設
立
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
活

動
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

株
式
も
地
域
内
外
の
多
く
の
人
に

買
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
こ
の

期
待
に
応
え
、
自
然
豊
か
な
比
田

を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
カ
ン
パ
ニ
ー
を
起
こ

せ
た
の
は
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん

で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
地
域
の
人
と
知
恵
や
発

想
、
技
術
を
出
し
合
い
、
将
来
と

真
剣
に
向
き
合
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
未
来
を
共
有
で
き
、
一
歩
を
踏

み
出
せ
ま
し
た
。

　

比
田
地
区
の
取
り
組
み
は
決
し

て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
の
地
域
で
も
そ
の
地
域
に

あ
っ
た
同
様
な
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
切
な
こ
と
は
地
域
へ
強
い

想
い
を
持
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
で

す
。
私
た
ち
も
厳
し
い
現
実
と
向

き
合
う
日
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
失
敗
し
て
も
そ
れ
を
糧
に
ま

た
挑
戦
す
れ
ば
、
明
る
い
将
来
が

描
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

10 年後も 20年後も

「えーひだ」であり続けるために

地域の将来を共有し失敗を恐れずに挑戦を

▲認定こども園比田の園児たち。豊かな比田の田園の中を歩いて金屋子神社へ向かいます。

えーひだカンパニー株式会社

　代表取締役　

     　　川上義則さん


